
般
老
連

・
高
齢
者
学
級

螢縣
〈〓

開
く

平
成
二

十

一
年
度

の
般
老
連

・
高
齢
者

学
級
の
総

会
が
四
月

二
十

一

日
、
般
若

農
業
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
予
算

・
決

算

・
役
員
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
約
三
十
三
万
円
、
主
な
役

員
は
次

の
通
り

で
す
。

会
長
　
辻
　
純
雄
　
　
副
会
長
　
　
福
澤
成
共

幹
事
　
八
田
了

一　
　
一品
齢
者
学
級
長

同
　
事
務
担
当
　
　
　
八
日
　
嵩

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

安
川
親
寿
会
　
辻
　
純
雄
　
　
頼
成
光
寿
会

徳
万
徳
寿
会
　
齋
藤
源
秋
　
　
福
山
福
寿
会

三
徳
長
寿
会
　
未
定

市
老
連
合
会
総
会

庄
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

第
五
回
の
市
老
連
総
会
が
、
平
成
二
十

一
年
四
月
二

十

一
日
庄
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
費
納
入
会
員
数
は

一
万

一
千
人
、
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
数
は
九
十
四
、
予
算
規
模
は
約
千
百
四
十
万

余
り
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
収
入
の
う
ち
の
約
七
十
パ

ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
八
百
万
円
万
円
が
市
な
ど
の
補
助

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
自
主
財
源
と
も
言
う
べ
き

会
員
の
会
費
収
入
は
わ
ず
か
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の

百
九
十
万
円
に
と
ど
ま

っ
て
い
て
、
財
政
的
に
は
行
政

主
導
型
の
運
営
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
出
の
半

分
に
当
た
る
五
百
七
十
万
円
が
、　
一
律
六
万
円
の
単
位

老
人
ク
活
動
補
助
金
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
長
　
柴
田
豊
明

鷹
栖
　
　
　
副
会
長
　
宮
田
三
郎
平

栴
檀
野

梶
谷
公
美
　
出
町

　

安
念
壽
郎

太
田

　

澤
越
泰
子
　
出
町

い
お
一尋
・書
鐵

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
饉

参
加
し
ま
し
ょ
う

五
月
二
十
七
日

で
す

健
康
に
対
す
る
関
心
を

高
め
、
運
動
の
日
常
化
を

目
指
す
と
共
に
、
地
域
の
仲
間
意
識
を
深
め
る
目
的

で
、
毎
年
五
月
の
最
終
水
曜
日
、
世
界
中
で
実
施
さ
れ

て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
が
、
今
年
も
五
月
二
十
七
日

の
水
曜
日
、
午
前
零
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
人
口
規
模
の
似
通
っ
た
自
治
体

で
住
民
参
加
率
を
競
い
合
い
ま
す
。

今
年
の
対
戦
相
手
は
徳
島
県
三
好
市
天
里
二、
二
五
五
一

△
沖
縄
県
南
城
市
函
ｏ
、
七
五
九
△
で
す
。

早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
り
、
光
寿
会
の
ペ

タ
ン
ク
練
習
会
に
参
加
し
た
り
し
て
、
私
達
高
齢
者
も

積
極
的
に
参
加
し
た
い
も
の
で
す
。

正
覚
の
武
部
幹
夫
さ
ん
宅

か
ら
、
こ
の
ほ
ど
頼
成
に
関

わ
る
珍
し
い
資
料
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
明
治
三
十
五
年

の
日
付
で

「廣
告
」
と
表
記

さ
れ
た

一
枚
の
チ
ラ
シ
で
、

当
時
の
頼
成
に

「般
若
湯
」

と
い
う
風
呂
屋
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。
文
面

に
は
林
五
郎
兵
衛
の
名
で

「か
ね
て
湯
槽
修
繕
の
た
め
営
業
を
停
止
し
て
い
た

が
、
こ
の
度
工
事
完
了
し
、
十
七
日
よ
り
営
業
を
再
開

す
る
か
ら
ぜ
ひ
来
て
欲
し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
が

候
文
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

二
大
会
連
続
で
二
位
入
賞

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
林
義
夫
さ
ん

当
会
会
員
林
義
夫
さ
ん

（公
文
名
）
が
、
四
月
十
二
日

上
和
国
緑
地
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
砺
波
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春
季
大
会
、
二
十
六
日
庄
川
河
川
敷
公

園
で
行
わ
れ
た
第
二
回
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
庄
東
支
店
長
杯

大
会
に
お
い
て
、
僅
差
で
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
、
二

大
会
連
続
の
二
位
入
賞
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

坂
東
国
香

齋
藤
源
秋

北
條
蘇
春

福
澤
成
共

拝
機|

十一≒きた

ぞ
‐
臭ξ法警話で鰭

妻奮暑埜曇5ズ 奮

た覧奨慾危ぶ薫厘見曇僕
に
な量馨る蘭荀

な

　

静

　

の
　

つヽ
　

た

り
務
舞
畢
電
が
押

般 を 達 え鶏鍵会
言齢着巻級闘議人

,「申79急



の
林
博
宅
で
二
十
二
日
か
ら

三
泊
四
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

を
し
ま
し
た
。

箸
を
使
っ
て
ご
飯
や
味
噌

汁
を
食
べ
た
り
、
和
服
を
着

て
お
茶
会
に
出
た
り
し
て
、

日
本
情
緒
を
満
喫
し
ご
満
悦

で
し
た
。蓮

如
聖
人
御
影
の
巡
回

市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ

ラ
ン
ダ

・
リ
ツ
セ
市
か
ら
の

中
学
生
交
流
で
砺
波
を
訪
れ

て
い
る
八
人
の
う
ち
、
Ｖ

・

ヨ
ゼ
フ
ィ
ン
と
Ｒ

・
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
の
二
人
が
、
公
文
名

八
田
駿

一
さ
ん
宅
で

四
月
十
九
日
、
正
覚
の

八
日
駿

一
さ
ん
宅
で
、
井

波
別
院
瑞
泉
寺
の
法
宝
物

「蓮
如
聖
人
の
御
影
」
の

巡
回
が
あ
り
ま
し
た
。
当

日
は
床
の
間
に
御
影
が
掛

け
ら
れ
、
瑞
泉
寺
藤
田
誓

壽
輪
番
が
正
信
掲
を
読
経

さ
れ
た
後
、
伴
僧
が
透
き

通
る
よ
う
な
声
で
蓮
如
上

人
の
生
涯
を
記
し
た
縁
起

巻
物
を
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
輪
番
が

綽
如
上
人
と
別
院
の
縁
起

に
つ
い
て
御
講
話
を
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
好
天
に
恵
ま
れ
四
十

人
ほ
ど
の
熱
心
な
信
者
が
参
集

さ
れ
ま
し
た
。
参
拝
者
に
は
供

物
の
赤
飯
と
高
松
堂
の
煎
餅
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

・

―

・・
凛鳴

ん三 をら手すんの で受ぬ
L 

が

薔
金
Ｌ

日帰りお楽しみ会
5月 27日 (水) 城端別院・菅沼合掌集

落・くろば温泉・流刑小屋・和紙の里など

プ
ト

，
人
げ
●

4月 の浮世亭は15日 開催、三 門明外 二 さ
ん、林孝一さんのお話を聞きました。三門
明さんは作 りためられた数多 くの時事川柳
を披露 しなが ら風刺のきいたお話を、林さ
んは、今話題の 「お くりびと」や 「納棺夫
日記」を読んでの思いをお話 しして くださ
いました。

午後は仏説阿弥陀経の第四回日として、
いつものように仏説阿弥陀経をテープにあ
わせた読誦したあと、釈尊が西方十万億仏
土にあると言われた、いわゆる極楽の様子
を説明した中段の部分を書写しました。

※※※ 次回は5月 20日 (水曜日)です ※※※
昔から笑う門には福来たると言います。たまには馬鹿話をきいて「老い」を笑い飛ばし、

元気になりましょう。

価鑽√1蛹鶴き あ ま ら 種 第二弾 大画面ビデオにて上映 (10時 ころより)

5月 行 ~予 定

★  1日 定例役員会

★ 6日 般老連ペタンク大会

±10日 改善センター奉仕作業

上27日 日帰りお楽しみ会

チャレンジデー

李・

,ヽ


